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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

1999 年-2007 年に撮影したビデオ映像記録から行動を抽出し、詳細な行動パターンごとに個体、性、

年齢、頻度、行動の文脈などをまとめた。その成果の一部として、文化の流行と衰退についての全般

的な報告を Nishida et al. 2009 として、口や手を木の枝や葉にこすりつける行動の流行を Corp et 

al. 2009 として出版した。また、ピルエットという運動・回転性の遊びの発達、機能、性差について

論文をまとめ、Nishida & Inaba として投稿した。ビデオ映像記録をもとに、これまでマハレ集団で知

られている行動の包括的な目録を作成した。これは、DVD（ビデオ）つきの「映像エソグラム」として

Springer 社から単行本として出版する予定である。動物の詳細な映像エソグラムとして世界初の試み

であり、霊長類の文化研究の基礎として大きな役割を果たすものと期待される。M 集団では道具を使っ

た狩猟行動が昨年度に引き続き観察され（ただし捕獲には失敗）、それが単発的な行動ではないこと

が示唆された。また、肉分配においてアルファオスの母親が肉を保持して他のメスやコドモに分配す

るケースが観察された。チンパンジーの「物を伴った社会的遊び（SOP）」は、ニホンザルとは異なり、

物を一人遊びに利用することが多く、SOP は少ないことがわかった。また、伴われる物体の「価値」が、

コドモの SOP の持続時間等に影響を与えている可能性が示唆された。ミトコンドリア DNA の分析によ

り、マハレと近隣のウガラ、カロブアなどの地域との遺伝的分化の程度が小さいことが示された。こ

れらの西タンザニアの地域間での行動の差異は文化的である可能性が高いと考えられる。 

収集資料：写真 4840 枚、ビデオテープ 60 本、野帳 46 冊 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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